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【目的】フライングディスクによる標的距離が異なる投擲時のディスク速度と回転
数の変化を明らかにする事である．

【方法】

実験参加者

ディスク競技経験者5名を対象とした．競技歴は
10年以上が１名，2年程度が2名，半年程度が2名
であった．

【結論】ディスクの速度と回転数を高めることで，投擲距離を増加させているこ
とが確認された．また，ディスク競技熟練者は，ディスク速度に対する回転数の割
合を一定にする方略を用いて，投擲距離を調節している可能性が示唆された．

分析方法および測定項目

事前にディスクに貼り付けた目
印を利用して，ディスクが手を離
れてから，１回転するまでの時間
と移動距離を算出し，1秒間当り
のディスク回転数（rps）および
標的方向へのディスク速度を算出
した．ディスク速度に対する回転
数の割合（回転数／速度）を算出
した．各投擲距離にて10回の平
均値を算出した．

実験試技

室内体育館にて5m，10m，15m，20m先の標
的への投擲をサイドおよびバックハンドスロー共
にそれぞれ10回ずつ実施した．標的には円形のア
キュラシーゴールを使用し，円内を通過するよう
に正確に投げるよう指示した．

ビデオ撮影
デジタルビデオカメラ（EXILIM-FH25：Casio

社製）を用いて，ディスクが手を離れてから２～
３回転が確認できるように，実験参加者前方4m付
近を撮影した（映像のサンプリング速度：240fps，
シャッタースピード1/1000秒）．

世界フライングディスク連盟公認のアルティ
メット競技用ディスク（ウルトラスター：重量
175g，直径27cm ）を使用した．
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【結果】


